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たて壁主鉄筋の断面変化の廃止
            

 対象部位：翼壁 
鉄筋加工および組立の省力化を図るため、翼壁のたて壁における主鉄筋の断面変化は行わないものとする。

底版の配筋
            

 対象部位：翼壁（逆Ｔ形タイプ）
つま先版主鉄筋とかかと版圧縮鉄筋は、鉄筋の加工・組立の省力化を目的として１本物の鉄筋とする。



２．２．２　施工
　一般に、場所打ちコンクリート方式による樋門の各部位の施工手順は、図－２．６に示すような流れで進
められる。これらの作業項目のうち、設計マニュアル（案）において設計・施工合理化策に係わる規定を設
けている項について、その具体的な方策を併記した。

函渠の鉄筋作業のPOINT 



胸壁・しゃ水壁の鉄筋作業のPOINT

門柱・操作台の鉄筋作業のPOINT 



翼壁の鉄筋作業のPOINT 

函渠の型枠作業のPOINT 



 胸壁・しゃ水壁の型枠作業のPOINT 


